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○国語科の教科の目標
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し
適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し
適切に使うことができるようにする。

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を
高め、思考力や想像力を養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、
言語感覚を養い、国語の大切さを
自覚し、国語を尊重してその能力の
向上を図る態度を養う。

教科の目標の改善

学びに向かう力、
人間性等

知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等



「言葉による見方・考え方」とは
○ 国語科は、様々な事物、経験、思い、考え等をどのように言葉で理解し、どのように
言葉で表現するか、という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる言葉そのもの
を学習対象としている。
○ 言葉による見方･考え方を働かせるとは、児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と
言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、
言葉への自覚を高めることであると考えられる。
○ この「対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して
捉えたり問い直したりする」とは、言葉で表される話や文章を、意味や働き、使い方など
の言葉の様々な側面から総合的に思考・判断し、理解したり表現したりすること、また、
その理解や表現について、改めて言葉に着目して吟味すること
を示したものと言える。
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第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年
知識及び技能 (1)日常生活に必要な国語の知識や技能

を身に付けるとともに、我が国の言語文化
に親しんだり理解したりすることができるよう
にする。

(1) ・・・・・・

思考力、判断
力、表現力等

(2) 順序立てて考える力や感じたり想像し
たりする力を養い、日常生活における人と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分
の思いや考えをもつことができるようにする。

(2) ・・・・・・

学びに向かう力、
人間性等

(3) 言葉がもつよさを感じるとともに、楽しん
で読書をし、国語を大切にして、思いや
考えを伝え合おうとする態度を養う。

(3) ・・・・・・

学年の目標の改善



学習内容の改善・充実
○内容の構成
〔知識及び技能〕
(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項
(2) 情報の扱い方に関する事項
(3) 我が国の言語文化に関する事項

〔思考力、判断力、表現力等〕
A 話すこと・聞くこと
B 書くこと
C 読むこと

（参考：現行学習指導要領）
A 話すこと・聞くこと
B 書くこと
C 読むこと
〔伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項〕



学習内容の改善・充実（語彙）
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
オ 身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉
には意味による語句の
まとまりがあることに気付
き、語彙を豊かにするこ
と。

オ 様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増し、話や文章の中で
使うとともに、言葉には性
質や役割による語句のま
とまりがあることを理解し、
語彙を豊かにすること。

オ 思考に関わる語句の量を増し、
話や文章の中で使うとともに、語
句と語句との関係、語句の構成
や変化について理解し、語彙を
豊かにすること。また、語感や言
葉の使い方に対する感覚を意
識して、語や語句を使うこと。



学習内容の改善・充実（情報の扱い方）
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
ア 共通、相違、事柄の順
序など情報と情報との関
係について理解すること。

ア 考えとそれを支える理由や事
例、全体と中心など情報と情報
との関係について理解すること。

ア 原因と結果など情報と
情報との関係について理
解すること。

イ 比較や分類の仕方、必要な
語句などの書き留め方、引用の
仕方や出典の示し方、辞書や
事典の使い方を理解し使うこと。

イ 情報と情報との関係付
けの仕方、図などによる
語句と語句との関係の表
し方を理解し使うこと。



学習内容の改善・充実（我が国の言語文化に関する事項）
第１学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
ア 昔話や神話・伝承などの
読み聞かせを聞くなどして、
我が国の伝統的な言語文
化に親しむこと。

ア 易しい文語調の短歌や
俳句を音読したり暗唱した
りするなどして、言葉の響き
やリズムに親しむこと。

ア 親しみやすい古文や漢文、
近代以降の文語調の文章
を音読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しむこと。

イ 長く親しまれている言葉
遊びを通して、言葉の豊か
さに気付くこと。

イ 長い間使われてきたことわ
ざや慣用句、故事成語など
の意味を知り、使うこと。

イ 古典について解説した文
章を読んだり作品の内容の
大体を知ったりすることを通
して、昔の人の・・・



学習内容の改善・充実（学習過程）
A 話すこと・聞くこと
○話題の設定
○情報の収集
○内容の検討

（話すこと）
○構成の検討
○考えの形成
○表現
○共有

（聞くこと）
○構造と内容
の把握

○精査・解釈
○考えの形成
○共有

（話し合うこと）
○話合いの進め方
の検討

○考えの形成
○共有

B 書くこと
○題材の設定
○情報の収集
○内容の検討
○構成の検討
○考えの形成
○記述
○推敲
○共有

C 読むこと
○構造と内容の
把握

○精査・解釈
○考えの形成
○共有



学習内容の改善・充実（言語活動例）
１・２
学年

３・４
学年

５・６
学年

A話すこと・
聞くこと

○話したり聞いたりする活動 ア ア、イ ア、イ
○話し合う活動 イ ウ ウ

B書くこと ○説明的な文章を書く活動 ア ア ア

○実用的な文章を書く活動 イ イ

○文学的な文章を書く活動 ウ ウ イ、ウ

C読むこと ○説明的な文章を読む活動 ア ア ア

○文学的な文章を読む活動 イ イ イ

○本などから情報を得て活用
する活動

ウ ウ ウ



学習内容の改善・充実（漢字指導）

H20年告示 H29年告示 新規追加 他学年からの移行 他学年への移行
第１学年 80字 80字 — — —
第２学年 160字 160字 — — —
第３学年 200字 200字 — — —
第４学年 200字 202字 ＋20字 ＋5字 －23字
第５学年 185字 193字 — ＋21字 －13字
第６学年 181字 191字 — ＋11字 －1字
計 1006字 1026字

「小学校学習指導要領 比較対照表」
（文部科学省ＨＰより）

現行新


